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省エネ効果 & 特記事項

�自社開発技術
�セメントプラントの実績では、工場全体の使用電気量の30%を省エネ

�クリンカ生産量日産5000tonの標準プラントにおいて、発電端出力9,000kWの省エネと、年間5.5億円の
経済効果をもたらす(電力単価7.9円/kWhの条件)。

�CO2排出量に換算すると、年間5.4万tonの削減効果に相当する。

導入実績または予定

コンタクト先 川崎重工業株式会社　プラント・環境カンパニー
エネルギープラント総括部　排熱・複合発電プラント部
TEL ：03-3435-6739
FAX ：03-3435-6605
URL ：http://www.khi.co.jp/kplant/

コークス炉排熱発電設備
（ブラジルSOL CST）

国内

海外 �セメント排熱発電設備は、1990年以降、台湾、中国、インド、ベトナム、韓国などに納入。
特に、中国では、熱回収率の高い当社のプラントが評価されて、２００５年３月に中国最大
のセメントメーカである安徽海螺水泥股份有限公司（ANHUI CONCH CEMENT COMPANY 
LIMITED）傘下の８つのセメント会社向けに、１１プラントを一括受注。
当社とCONCHグループの安徽海螺創業投資責任有限公司は、2007年１月に、セメント排熱
発電設備の設計・調達・製造を主力事業とする合弁会社を設立。

�コークス炉排熱回収発電設備は、ブラジル
ARCELOR－MITTAL－TUBARAO製鉄所内
に建設された米国SUNCOKE社の建設プロ
ジェクト実績がある。コークス炉からのダ
スティーな1000℃を越える高温排ガスか
らの排熱回収発電設備としては世界で3番
目、規模としては最大のプラントであり米
国以外では初のプラントで、98MW×2基
の発電能力がある。

�セメント排熱発電設備は、１980年に１号機（住友大阪セメント岐阜工場殿）を納入して以
降、国内設置の21基のうち、10基を納入。

�焼結クーラー排熱発電設備は、JFEスチールを始め3基を納入。

� 各種プラントから棄てている高温排ガスの熱エネルギー
を排熱回収ボイラにより電気エネルギーとして回収

� 省エネ効果が高いため、多くのセメントプラントに設置
が進められている

� セメントプラント以外にも、製鉄、非鉄精錬プラントか
らの排熱回収も実績有り

特　　徴

� 設置例が多いセメント排熱発電設備で原理を説明

� 排ガスラインに、PHボイラ及びAQCボイラの２基の排
熱回収ボイラを設置

� PHボイラは、原料予熱用のプレヒータから排熱回収。
（ボイラ入口ガス温度：320℃）

� AQCボイラは、焼成したクリンカを空気で急冷するエ
アクエンチングクーラから排熱回収。高効率化をねら
って、エアクエンチングクーラの高温側に新しいガス
取出口を設けて接続。（ボイラ入口ガス温度：360℃）

概 要 or 原 理

排熱発電設備（Waste Heat Recovery Power Plant）
川崎重工業株式会社

コークス炉排熱発電設備
（ブラジルSOL CST）

焼結クーラー排熱発電設備（中国武漢鋼鉄）セメント排熱発電設備（中国CONCHセメント）

PH boiler
AQC boiler

キーワード X3 工場 Y3 装置・設備 Z4 電力 E25 はん用機械器具製造業

セメント排熱発電プラント系統図
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�セメントプラントの実績では、工場全体の使用電気量の30%を省エネ

�クリンカ生産量日産5000tonの標準プラントにおいて、発電端出力9,000kWの省エネと、年間5.5億円の
経済効果をもたらす(電力単価7.9円/kWhの条件)。

�CO2排出量に換算すると、年間5.4万tonの削減効果に相当する。

導入実績または予定
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◆ຓ ྛ✀プラントから大Ẽ中にᨺฟࢀࡉるᗫガスの熱を࣎

◆

◆ຓ -&M�国間クレジット制度�が用ྍ⬟࡛࣮ࣃ0&-ࠊࡾ࠶

◆ セメンᗫ⇕Ⓨ㟁タഛࡿࡅ࠾ᢏ⾡ᴫせをㄝ᫂。

◆

◆ 3+ ボイラはཎᩱ予熱ჾ�3UH�+HDWHU�ࡢᗫガスから熱回収。

ຓ◆ $4& ボイラはクࣜンカクーラ�$LU�4XHQFKLQJ�&RROHU�のᗫガスから熱回収。
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CO2排出量に換算すると、年間5.4万tonの削減効果に相当する。

導入実績または予定
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エネルギープラント総括部　排熱・複合発電プラント部
TEL ：03-3435-6739
FAX ：03-3435-6605
URL ：http://www.khi.co.jp/kplant/

コークス炉排熱発電設備
（ブラジルSOL CST）

ࠃ

ւ֎ セメント排熱発電設備は、1990年以降、台湾、中国、インド、ベトナム、韓国などに納入。
特に、中国では、熱回収率の高い当社のプラントが評価されて、２００５年３月に中国最大
のセメントメーカである安徽海螺水泥股份有限公司（ANHUI CONCH CEMENT COMPANY 
LIMITED）傘下の８つのセメント会社向けに、１１プラントを一括受注。
当社とCONCHグループの安徽海螺創業投資責任有限公司は、2007年１月に、セメント排熱
発電設備の設計・調達・製造を主力事業とする合弁会社を設立。

コークス炉排熱回収発電設備は、ブラジル
ARCELOR－MITTAL－TUBARAO製鉄所内
に建設された米国SUNCOKE社の建設プロ
ジェクト実績がある。コークス炉からのダ
ス
らの排熱回収発電設備としては世界で3番
目、規模としては最大のプラントであり米
国以外では初のプラントで、98MW×2基
の発電能力がある。

セメント排熱発電設備は、1980年に１号機（住友大阪セメント岐阜工場殿）を納入して以降、
国内設置の21基のうち、10基を納入。
焼結クーラー排熱発電設備は、JFEスチールを始め3基を納入。
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ຓ日産 �000WRQ のセメント工場において、工場全体で使用する電力の約 �0％となる発電端出力 9�000NW の省エネ、

年間約 ��� 万トンの &22 削減に貢献。㸦୍。ㅖ᮲௳ࡿ࡞␗ࡾࡼ。㸧��

国内� �

� � � �

海外� �

また、合弁会社と共同で新型ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 3+ ボイラ�9(*$ ボイラp�を開発し、初号機を 201� 年に納入。

。コンパクトな設計により初期投資額を抑えると共にダスト除去性能を高めた革新的なボイラࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

� �ຓ�2018 年に韓国 6VDQJ\RQJ�&HPHQW 東海工場に

ୡ⏺᭱つᶍ����00ࡿ࡞NWのᗫ熱発電設備を納入。

工場電力消費量の約ࡢయࢺࣥࣛࣉ �0％を賄い、

年間約17万ࢺンの &22 削減に貢献。

� � � �

セメントᗫ熱発電設備�韓国 6VDQJ\RQJ�&HPHQW�� ��������9(*$ ボイラ®初号機�中国 +XDLEHL�&HPHQW��

� � � �

$5&(/25－M,77$/－78%$5$2 製鉄所向けが

コークス炉からの 1000℃を越える高温排ガス

からのᗫ熱発電設備としては世界最大規模

のプラントであり米国以外では初のプラント。

発電端出力は 98MW×2 基。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � コークス炉排熱発電設備

コークス炉ᗫ熱発電設備
�ブラジル ARCELOR-MITTAL-TUBARAO製鉄所）

コンタクト先 川崎重工業株式会社 エネルギー・環境プラントカンパニー

プラント海外営業部ボイラプラント営業課

電話番号：0���������20� � )D[ 番号：0���������01

+3：KWWS���ZZZ�NKL�FR�MS�NSODQW�

省エネ効果 ＆ 特記事項

導入実績または予定

ίϯλΫτઌ ࡚ॏࣜגۀձࣾɹΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ � ϚϦϯΧϯύχʔ
ύϫʔϓϥϯτӦۀ෦
電番号：03-3435-6642　　FaY番号：03-3435-6601
HP：https://www.khi.co.jp/energy_plants/

導入実績または予定

◆

◆ຓ コークス炉ᗫ熱回収発電設備は、ブラジル��

◆

◆ຓ 国内では J-クレジット制度、┬࣮ࢠࣝࢿ࢚ᢞ㈨ಁ㐍࣭㟂せᵓ㐀㌿ᨭᴗࠊ海外の JCM パートナー国では

◆ຓ セメントᗫ熱発電設備は、1980 年に１号機�住友大阪セメント岐阜工場�納入以降 14基を納入。��

◆ຓ 焼結クーラーᗫ熱発電設備は、-)( スチールを始め �基を納入。

◆ຓ セメントᗫ熱発電設備は、200� 年に中国ᾏ⼺ࣉ࣮ࣝࢢと同設備の設計・調達・工事を主力事業と

      する合弁会社を設立。同社実績を含め、中国、ドイツࠊ㡑ᅜࢥࣝࢺࠊ等に 270 基以上を納入。
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JCM 制度の申請が可能。




